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Abstract
　The effects of humor have lately been attracting attention of researchers in mental health field. More detailed study of 
supportive humor for mental health has been needed.
　The author examined relation among JHSQ（the Japanese version of the Humor Styles Questionnaire）, hardiness to neg-
ative events（acceptance of negative events and persisting solution  in the negative events）and depression. Participants 
were 152 undergraduates（68 men and 84 women）, and they were asked to fill out questionnaires.
　The results showed that depression and hardiness to negative events were affected by self-enhancing humor. Depression 
was also affected by acceptance of negative events. However, the results also indicated that depression was not affected by 
persisting solution in negative events.
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１ ．はじめに
⑴　ユーモアとその効果
　ユーモア（humor）は心身の健康において様々な効果があると提唱されている。たとえば医療の分野では、①血流や
消化の促進、②エンドルフィン（鎮痛作用）の活性化、③サイトカイン・ナチュラルキラー細胞・免疫グロブリンの活
性化による免疫効果の促進、④アレルギーの軽減、⑤血糖値の低下などがあることが実証されており、すなわちユーモ
アによるポジティブな情動が脳の辺縁系に作用し、それが自律神経系や内分泌系を通して全身に肯定的な影響を及ぼし
ている（苧阪，2011）。また認知症の予防と改善にも効果があるとされている（大平ら，2011）。
　教育の分野においては、大崎・矢島（2011）は、教師のコミュニケーション能力向上と諸問題解決のための笑いの効
果を提唱している。さらに、教師の多忙感による心理的苦痛を和らげる笑い・ユーモアの有効性や、教育の手法として
の“ユーモア・センス”が、教師の新たな資質として重要であることを矢島（2011）は指摘している。学級経営におけ
るユーモアの効果としては、ユーモアが学級内の局所的および大局的対人関係と学級風土に肯定的な影響を及ぼし（越・
桜井，2008）、学級の良好なコミュニケーションが支援的なユーモアと関係が深く、学級での人間関係の調整のために支
援的なユーモアを活用することの意義が提唱されている（金澤，2008）。
　しかし「ユーモア」という言葉は、人々の日常的な言い回しとして馴染んでいるため、そこから様々なイメージが生
まれる。そのため、ユーモアが何であるかを明確に定義し、言語化することは困難である。
　心理学においても、ユーモアの定義が曖昧であるため、研究が困難であったといえる。すなわち、上野（1992）が指
摘するように「どのようなユーモアであれストレス緩和効果がある」と仮定し、すべてのユーモアを一律に扱ってきた
ことが、ユーモアによるストレス緩和効果の実証研究における大きな妨げ、あるいは問題となってきた。
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　たとえば、「他者を非難して優越感に浸ることで快楽を得るようなユーモア」「駄洒落のような意味のない言葉遊びと
してのユーモア」「他者を励まそうとするユーモア」などは、それぞれのユーモアが生起する動機や、それぞれのユーモ
アにより得られる感情状態、それぞれのユーモアによって生じる人間関係への影響は異なると考えられる。
　そこで、ユーモアの定義や分類を明確にすることが、ユーモアのストレス緩和効果を調べる上で重要な課題となって
いると言える。
⑵　ユーモアの分類と測定尺度
　このように心理学研究に必要なユーモアの定義に問題があることから、上野（1992）はユーモアに関する研究を概観
し、ユーモアを表出する動機により「遊戯的ユーモア（駄洒落や言葉遊びなど、自己や他者を楽しませることを動機づ
けとして表出されるものであり、気分転換や雰囲気を明るくすることに効果がある）」「攻撃的ユーモア（風刺や皮肉な
ど、自己や他者を攻撃する動機づけとして表出されるものであり、優越感の獲得や攻撃によるカタルシス効果がある）」
「支援的ユーモア（自己や他者を励まし、勇気づけ、心を落ち着けさせることを動機づけとして表出されるものであり、
自己客観視や否定的な状況において主体性を守り、精神的なバランスを維持する効果がある）」の 3 つに分類し、それぞ
れ独自の特徴や機能を持つとした。そして、そのユーモアの 3 分類に即してユーモアの測定尺度を作成している。
　心理臨床では、たとえば精神分析において Freud（1927）は、ユーモアを最高レベルの防衛機制に位置づけ、Carlat
（2004）は、心理的機能不全ではなく、健康な状態から生じ、また健康な状態に導く「成熟した防衛機制」としている。
そして北山（2002）も、「精神分析的な臨床では、自由な連想と遊びの中でのユーモア、比喩、そして冗談の使用が技法
として活用されることが多い」としている。また精神分析に限らず、支援的なユーモアは、May（1953）が「自我感の
維持を促し、ネガティブな事象に対して適切な対処を行わせる」と提唱しているように、心理臨床全般において支援的
効果を生むと考えられてきた。
２ ．目　的
　ユーモアの支援的効果研究においては、宮戸・上野（199６）がその支援的効果を検討し、支援的ユーモアが抑うつの
軽減などに有効であると提唱した。宮戸・上野（199６）は、Lefcourt ＆ Martin（198６）の「ユーモアが直接的に精神的
健康状態に影響を及ぼすのではなく、両者をネガティブ事象への耐性が媒介する」という考えを重視している。そして
宮戸・上野（199６）は、 2 種類の媒介する耐性として、①ネガティブ事象の受容性（失敗やネガティブ事象に対して動
揺して自分を見失うことなく、感情的な現実拒否や自己卑下などを起こさない余裕を保つ受容性の程度）、②ネガティブ
事象における持続性（困難や逆境などのネガティブ事象があっても安易に挫折したり問題解決を放棄しないで、耐えて
最後まで問題解決に取り組む持続性の程度）を挙げている。そして抑うつ状態を精神的健康状態の一つの指標として取
り上げ、支援的ユーモアが 2 種のネガティブ事象への耐性を媒介にして、抑うつ状態を抑制するとした（宮戸・上野，
199６）。
　ネガティブ事象への耐性が、ユーモアと精神的健康の両者の媒介となっているという視点は重要である。しかし、宮
戸・上野（199６）で使用されている支援的ユーモア尺度（ 8 項目）の内容を分析すると、ユーモアで自己を支援しよう
とする項目（ 3 項目）、ユーモアで他者を支援しようとする項目（ 4 項目）、また「人を救うようなユーモアが好きだ」
といった自己も他者も区別することなく全般的に人を支援するユーモアと解釈できる項目（ 1 項目）が混在している。
自己を支援するユーモアと他者を支援するユーモアは、精神的な健康に対してそれぞれ異なる役割や働きをもち、同一
の影響や効果を想定することは難しいと考えられる。とくに支援的ユーモアと精神的な健康度の関連を研究する場合に
は、自己に対する支援的ユーモアと他者に対する支援的ユーモアを区別しない尺度を使用して、自己の精神的な健康度
との関係性を測定することは問題があると考えられる。
　また、宮戸・上野（199６）の尺度には、自虐的ユーモアといえる項目（「人をなぐさめるために、自分の失敗をおもし
ろおかしく語ることがある」）が含まれている。自虐的ユーモアは不安や抑うつ感と正の相関関係にあり、自尊感情とは
負の相関があるとされている（Martin,2003）。その知見から考えると、自虐的ユーモアが他者を支援するとしても、そ
れが精神的な健康に及ぼす影響を他の支援的ユーモアの項目と同様に扱うことは、慎重でなければならないだろう。
　ところで、Martin et al（2003）は、「親和的ユーモア（affiliative humor）」「自虐的ユーモア（self-defeating humor）」
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「自己促進的ユーモア（self-enhancing  humor）」「攻撃的ユーモア（aggressive  humor）」の 4 つの下位尺度から構成さ
れた支援的ユーモアに関する尺度（HSQ：Humor  Styles  Questionnaire）を構成している。HSQ においては、「自己」
に関連するユーモアは、「自己促進的ユーモア」と「自虐的ユーモア」に分けられており、宮戸・上野（199６）の尺度の
前述の問題が解決されている。この HSQ は、木村ら（2008）によって邦訳版が作成されている。HSQ の邦訳版作成に
あたり、木村ら（2008）は、HSQ により上野が作成したユーモア志向尺度では測定することができなかったユーモアの
側面からも、ストレス緩和効果や身体的健康の促進効果を検討することが可能になったとしている。そして「ユーモア
の定義が不明確であるからこそ、多様な側面から検討することが望ましい」「ストレス緩和効果などに有効なユーモアの
側面をより多くの視点から検討することで、その効果を医療や看護現場においてさらに有効活用できる」「自虐的ユーモ
アを含む、ユーモアのマイナス効果についても見当できる」といった理由から、Martin et al（2003）の HSQ の有効性
を提唱している。
　そこで本研究では、木村ら（2008）の邦訳版 HSQ（Humor Styles Quetionnaire）尺度」を使用して、自己を支援する
ユーモアが精神的な健康状態へどのように影響を及ぼすかを中心に、ユーモアの効果を検証する。本研究では、「自己」
に向いたユーモアが「自虐的」ではなく、「自己促進的」であることがユーモアの精神的健康状態への肯定的な効果につ
ながるという仮説を立て、分析を行う。また本研究においては、Lefcourt ＆ Martin（198６）が指摘するような「ユーモ
アがネガティブ事象への耐性を媒介して精神的健康状態に影響する」という間接的効果についても考慮し、ユーモアが
2 種のネガティブ事象への耐性（ネガティブ事象の受容性とネガティブ事象における持続性）を媒介にして、精神的健
康状態の指標としての抑うつを抑制するというモデルをたて、分析を行い、このモデルの検証を行う。
３ ．方　法
⑴　調査対象
　2010年12月に、首都圏の大学生152名（M=21.8歳、SD=4.73）を対象に質問紙調査を行った。そのうち男性は６8名
（M=20.7歳、SD=1.59歳）、女性は84名（M=22.６歳、SD=６.09歳）であった。
⑵　質問紙
　ユーモアを測る尺度 1 種類と、精神的健康状態（抑うつ度）を測る尺度 1 種類、ユーモアと抑うつを媒介する耐性を
測る尺度 2 種類を用いた。
　ユーモア尺度は、「親和的ユーモア（“私は友人とよく笑い、冗談を言う”“私は人を笑わせることが楽しい”など他者
との親和的なコミュニケーションを目的として使用されるユーモア）」「自虐的ユーモア（“冗談を言ったりおもしろくし
ようとするとき、よく自分をけなす”“私はするべき以上に、人に自分のことをからかわせたり、自分をだしにして冗談
を言わせたりする”など他者とのコミュニケーションにおいて自虐的になるユーモア）」「自己促進的ユーモア（“もし落
ち込んでいたら、私はユーモアで自分を元気づけることができる”“私のおもしろい性格は、人生において悩んだり落ち
込んだりすることを防ぐ”など自分を元気づけるために使用するユーモア）」「攻撃的ユーモア（“誰かがミスをしたら、
私はよくそのことでその人をからかうだろう”“もし誰かを好きでないとしたら、私はその人をけなすためによくユーモ
アを使ったり、からかったりする”など相手を非難したり、けなしたり、攻撃したりするようなユーモア）」の 4 因子か
らなる木村ら（2008）の邦訳版 HSQ（Humor Styles Quetionnaire）尺度」を使用した。各下位尺度は、それぞれ親和的
ユーモア 8 項目、自虐的ユーモア 7 項目、攻撃的ユーモア ６ 項目、自己促進的ユーモア 5 項目となっており、いずれも
「全くちがう」から「全くそうだ」までの 7 件法で構成されている。
　精神的健康状態尺度としては、宮戸・上野（199６）などの先行研究を踏まえて、「抑うつ状態」を取り上げた。抑うつ
を測定する尺度として、福田ら（1983）によるツァン自己評価式抑うつ尺度（Self-rating Depression Scale；SDS）の日
本語版20項目を本研究では用いた。
　さらにネガティブ事象への耐性尺度は、先行研究にならい、ユーモアと抑うつを媒介する耐性を「ネガティブ事象の
受容性」と「ネガティブ事象における持続性」とした。使用した尺度は、宮戸・上野（199６）のネガティブ事象の受容
性尺度（10項目）、ネガティブ事象における持続性尺度（ ６ 項目）を用いた。この尺度は、いずれも「あてはまる」から
「あてはまらない」の 5 件法で構成されている。
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４ ．結　果
⑴　男女別記述統計量と信頼性
　男女差の検討を行うために、各尺度得点について t 検定を行った（Table 1 ）。その結果、「親和的ユーモア」は、女性
が男性よりも有意に高い得点を示した。また信頼性を検討するため、標準化されている SDS 以外の尺度を因子ごとに
Cronback のα係数を算出した（Table 1 ）。その結果、自虐的ユーモアと攻撃的ユーモアにおいて、やや低い値が得ら
れたが、木村ら（2008）の先行研究を参照し、許容される範囲の値と判断した。
⑵　ユーモア・抑うつ・媒介する耐性の相関分析
　ユーモア尺度の各下位尺度得点と抑うつ得点、そして媒介する耐性としているネガティブ事象における持続性得点と
ネガティブ事象の受容性得点の相関分析を行った（Table 2 ）。
　その結果、抑うつはネガティブ事象の受容性（r=－.６5,p<.01）、ネガティブ事象における持続性（r=－.49, p<.01）、自
己促進的ユーモア（r=－.６0, p<.01）との間に有意な負の相関がみられた。また自虐的ユーモア（r=.18, p<.05）と、攻撃
的ユーモア（r=.21, p<.01）との間に有意な正の相関がみられた。
　ネガティブ事象の受容性はネガティブ事象における持続性（r=.54, p<.01）、親和的ユーモア（r=.29, p<.01）、自己促進
的ユーモア（r=.43, p<.01）との間に有意な正の相関がみられた。
　ネガティブ事象における持続性は、自己促進的ユーモア（r=.48, p<.01）との間に有意な正の相関がみられた。
　親和的ユーモアは、自虐的ユーモア（r=.23, p<.01）、自己促進的ユーモア（r=.29, p<.01）との間に有意な正の相関が
みられた。
　自虐的ユーモアは、攻撃的ユーモア（r=.30, p<.01）との間に有意な正の相関がみられた。
⑶　ユーモア・抑うつ・媒介する耐性の共分散構造分析
　相関分析の結果を踏まえ、ユーモア・抑うつ・媒介する耐性要因の関連を検討するために、共分散構造分析を行った
（Figure 1 ）。分析を行うにあたって、変数を以下の 3 つの水準に分けた。第 1 水準は、①親和的ユーモア、②自虐的ユー
Table １. 男女別記述統計量と信頼性
全　体 男　性 女　性
M SD M SD M SD t
ネガティブ事象の受容性（α =.80） 34.95  ６.６６  34.82  7.2６  35.0６  ６.18  －0.22
ネガティブ事象における持続性（α =.83） 20.47  4.95  20.2６  5.６4  20.６3  4.34  －0.45
親和的ユーモア（α =.85） 41.23  8.47  39.６3  9.08  42.52  7.77   －2.12*
自虐的ユーモア（α =.78） 25.６4  8.40  25.7６  7.54  25.55  9.09  　0.1６
自己促進的ユーモア（α =.91） 18.01  7.53  17.18  8.11  18.６9  7.00  －1.23
攻撃的ユーモア（α =.73） 19.13  5.8６  19.50  ６.６0  18.83  5.20  　0.70
抑うつ 44.97  10.0６  4６.00  10.６1  44.13  9.57  　1.14
  *p<.05
Table ２. ユーモア・抑うつ・媒介する耐性の ７ 変数間の相関係数
受容性 持続性
親和的
ユーモア
自虐的
ユーモア
自己促進的
ユーモア
攻撃的
ユーモア
M SD
抑うつ － .６5** － .49** － .14 .18* － .６0** .21** 44.97 10.0６
受容性 ― .54** .29** － .01 .43** － .00 34.95 ６.６６3
持続性 ― ― .09 － .0６ .48** － .13 20.47 4.95
親和的ユーモア ― ― ― .23** .29** .10 41.23 8.473
自虐的ユーモア ― ― ― ― － .0６ .30** 25.６4 8.404
自己促進的ユーモア ― ― ― ― ― .02 18.01 7.529
攻撃的ユーモア ― ― ― ― ― ― 19.13 5.8６
  **p<.01,*p<.05
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モア、③自己促進的ユーモア、④攻撃的ユーモア、第 2 水準は、①ネガティブ事象における持続性、②ネガティブ事象
の受容性、第 3 水準は抑うつ性である。分析には、ソフトウェア Amos18.0を用い、母数の推定には最尤推定法によっ
て行った。最終の因果モデルの適応度指数は次の値を示した。χ²値は、12.1６8（df=11,  p=.351）であり、GFI=.977、
AGFI=.943、RMSEA=.027であり、十分な適合度を示した。
　Figure 1 に示されているとおり、抑うつに直接有意な正のパスをもっていたのは攻撃的ユーモア（p<.001）であった。
また抑うつに直接有意な負のパスをもっていたのは自己促進的ユーモアと（p<.001）、ネガティブ事象の受容性（p<.01）
であった。
　ネガティブ事象の受容性に直接有意な正のパスをもっていたのは、自己促進的ユーモアと（p<.001）、親和的ユーモア
（p<.01）であった。
　ネガティブ事象における持続性に直接有意な正のパスをもっていたのは、自己促進的ユーモア（p<.001）のみであっ
た。
５ ．考　察
　本研究では、自己を支援するユーモアが抑うつの抑制効果とどのような関連があるかを検討するため、共分散構造分
析を行った。結果として、抑うつを抑制するユーモアのあり方について、以下のような点が明らかにされた。
⑴　親和的ユーモア
　本研究においては、親和的ユーモアがネガティブ事象の受容性を介して抑うつの抑制に有意であることが示唆された。
親和的ユーモアは、周囲との人間関係において親密な関係性の構築・維持に貢献すると考えられる。その親密な関係性
は、自身に対するサポーティブな人間関係の構築・維持となり、そのサポーティブな人間関係を通じてネガティブな事
象も受容することができ、結果として精神的な健康（本研究における抑うつの軽減）を維持できるということが推察さ
れる。
　また本研究における親和的ユーモアは、男性よりも女性の方が有意に高いという結果が得られた。対人関係における
ユーモアを親和欲求という点から考えると、女性は男性よりも親和欲求が高く（谷ら，2008）、そして親和要求は思いや
り行動と正の相関にあるとされる（上野，2003）。そして谷ら（2008）は、友人関係におけるユーモアの影響は男性より
も女性の方が生活や考え方、関係の満足度に強く影響を及ぼすとしている。本研究における親和的ユーモアが男性より
Figure １. ユーモア・ネガティブ事象への耐性・抑うつの共分散構造分析
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も女性の方が有意に高かったという結果も、女性の方が男性よりも親和欲求が高いゆえに、関係性を良好に維持するた
めの親和的ユーモアを多く活用しているということが示唆される。
　また本研究においては、親和的ユーモアと自虐的ユーモアとの間に有意な相関が示された。この結果は、ときに親密
さを求めることが自分を卑下して相手を励ますような自虐性（たとえば“あなたはまだいいほうよ、私なんか”）を助長
している可能性が推察される。
⑵　自己促進的ユーモア
　本研究では、自己促進的ユーモアは直接的に抑うつを抑制している結果であった。同時に、自己促進的ユーモアがネ
ガティブ事象の受容性を介して抑うつを抑制していることも示唆された。つまり、ネガティブな出来事が日常生活で起
きた際に、自分を客観視して困難を乗り越えていくユーモアを使用することが、その出来事を受けとめやすくし、抑う
つ状態に陥らないのではないかと考えられる。この結果は、「自己客観視をともなうユーモアが自我感の維持を促し、ネ
ガティブな事象に対して適切な対処を行わせる効果を有する」という May（1953）の考察と一致し、「ユーモアのスト
レス・コーピング（stress coping）機能」（桾本，2007）などのユーモアの効果についての論考とも一致し、そして本研
究の仮説を支持するものであった。
　さらに、自己促進的ユーモアは、ネガティブ事象における持続性を高めるという効果も示された。しかし、ネガティ
ブ事象における持続性と抑うつとの間に有意な関係性は示されなかった。この二つの結果は、自己促進的ユーモアが問
題解決への動機づけを維持することを示唆するが、その問題解決への動機の維持が一概には抑うつを抑制することにつ
ながらないことも示唆している。すなわち、ネガティブ事象における持続性を高めることが、問題解決への固執となる
と考えられる。ところで、加藤（2001）は、コーピングの柔軟性（flexibility of coping）に関する研究から、対人ストレ
スイベントに対するコーピングの柔軟性が低いほど、有意に抑うつ得点が高いことを確認している。コーピングの柔軟
性は問題解決への固執と相対する関係にあり、加藤（2001）の研究の結果も前述の二つの結果を支持すると考えられる。
　また本研究においては、自己促進的ユーモアと親和的ユーモアの間に有意な相関が示された。これは、自己を支援す
るユーモアを使う傾向がある人は、他者を支援するユーモアも使う傾向があるということを示唆している。すなわち、
支援的ユーモアを志向する人々は、自己‐他者という方向性を問わずに、ユーモアを支援的に活用している可能性も考
えられる。
⑶　攻撃的ユーモア
　本研究では、攻撃的ユーモアを使用する傾向が高いほど、抑うつが高くなるということが示唆された。O’Brien ＆
DeLongis（1997）によれば、他者に対して不快感を抱かせるコーピングは他者からのサポートを減少させ、孤独へ導き、
その結果、精神的健康を損ねるとしている。つまり、他者の失敗や欠点に対し、優越感に浸るような攻撃的ユーモアは、
他者に対し不快感を抱かせることになる。それは、その相手との関係性の崩壊を招く要因となり、そして他者との関係
性が否定的になり、その結果として孤独感や抑うつ感を高め、またサポートを減少させてしまうことによる精神的健康
維持の困難さに通ずると考えられる。
　また本研究においては、攻撃的ユーモアと自虐的ユーモアとの間に有意な相関関係が示された。これは、攻撃性が自
己に向くか他者に向くかの違いであると考えることができる。すなわち、攻撃的ユーモアを志向する人々は、自己‐他
者という方向性を問わずに、攻撃性をユーモアの中で表現している可能性が考えられる。
⑷　本研究の結果と心理臨床の実践との関連について
　浅田（2004）は、心理臨床場面における笑いやユーモアの「視点の転換」「今までとは別の見方」「第三の視点」とい
う機能に注目し、笑いやユーモアを面接の大切な要素であるとしている。
　また、吉良（1994）は笑いがフォーカシングにおける「クリアリング・ア・スペース（clearing  a  space）」の作用を
促進するとしている。「クリアリング・ア・スペース」とは、「空間の整理」であり、「問題から手頃な距離を見出し、内
面に心地よい感じをもたらすもの」であるとされる（Gendlin, 1981）。つまり、問題となる体験領域から心理的に距離が
生まれ、クライエントの内面に問題領域とは異質な、より伸びやかで葛藤の少ない体験領域が賦活されるにつれて、心
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の自由度が回復してくることを意味している（吉良，1994）。そして吉良（1994）は、このような「問題との距離化」と
いう効果がフォーカシングという特定の技法だけでなく、「対話による心理療法全般においてクライエントに変化が生じ
るさいに起こっている中核的な作用」であるとしている。
　さらに椎野（2008）は、ナラティヴ・アプローチにおける外在化技法を用いた際のユーモアとその笑いの効果につい
て考察し、ユーモアとユーモアによる笑いに有効性があるとしており、「特定の考えへの固定を解除し、問題の自由な捉
えなおしを可能にする」というユーモアの効果をカウンセリングの場面で有効に活用している。この「特定の考えへの
固定を解除し、問題の自由な捉えなおしを可能にする」という考えは、「ナラティヴ・アプローチにおける外在化」とい
う特定の技法の中で考えるのではなく、心理臨床全般に通ずるところであろう。すなわち、吉良（1994）が指摘する笑
いと「クリアリング・ア・スペース」の関係のように、対話における心理療法全般においてクライエントに変化が生じ
るさいに起こっている中核的な作用であるといえる。
　つまり、自己促進的ユーモアは、抑うつを抑制するということの効果を有しつつ、対話による心理療法全般において
クライエントを支援する際に有意義なものであると考えられる。このユーモアとそれがもたらす笑いの効果は、心理臨
床における重要なテーマの一つであると考えられる。
６ ．今後の展望・課題
　本研究から、自己を支援するユーモアに抑うつを抑制する効果があることが示唆された。
　本研究においては、個人の持っているユーモアの使用パターンが、抑うつにどのように影響を及ぼすかを調査した。
しかし、抑うつ状態になってしまうことで、個人のもっているユーモアの使用パターンがどのように影響を受けるかと
いう点も考慮した研究が必要であり、それは今後の課題と考えられる。
　近年わが国は記録的な震災に見舞われ、長期的な被災者のこころの健康支援の必要性が提唱されている。被災者支援
におけるレジリアンス（resilience）モデル（精神的なダメージへの防御因子や回復因子（resiliency）、回復の力動的過
程を重視する人間の持つ回復力へのアプローチ）の点からも、ユーモアは有効であるとされている（小澤，2010）。今後
は、支援的ユーモアの更なる精緻な検討が進むことで、今回の震災被害者支援の展開に、そして医療や教育をはじめと
した様々なフィールドや日常生活での心理支援に役立つようになることが望まれる。
謝　辞
　本論文を作成するにあたり、立正大学大学院心理学研究科教授中田洋二郎先生に多大なご助言とご指導を賜りました。
心より御礼申し上げます。
引用文献
浅田由美子　2004　心理臨床場面における笑いの取り扱い：その効用と実際，展望について　九州大学心理学研究， ５ 　
153-1６1.
Carlat,  D.J.　2004　The  Psychiatric  Interview：Practical  Guides  in  Psychiatry  2nd  Edition.  Lippincott  Williams  & 
Wilkins（張　賢徳監訳　200６　精神科面接マニュアル第 2 版　メディカル・サイエンス・インターナショナル）
福田一彦・小林重雄　1983　SDS 使用手引き　三京房
Gendlin, E.T.　1981　Focusing  2 nd Edition. Toronto：Bantam Books（村山正治・都留春夫・村瀬孝雄訳　1982　フォー
カシング第 2 版　福村書店）
加藤　司　2001　コーピングの柔軟性と抑うつ傾向との関係　心理学研究，７２（1） 57-６3.
吉良安之　1994　自責的なクライエントに笑いを生み出すことの意義　心理臨床学研究，１１（3）201-211.
北山　修　2002　ユーモア　精神分析事典　岩崎学術出版　473-474.
桾本知子　2007　対人関係におけるユーモアと自己表現　総合人間科学，７　11-19.
O’Brien, T. B. ＆ DeLongis, A. 1997 Coping with chronic stress：An interpersonal perspective. In B.H. Gottlieb（Ed.）, 
Coping with chronic stress New York：Plenum Press. 1６1-190.
― 90 ―
立正大学心理学研究年報　第 3 号
大平哲也・広崎真弓・今野弘規・木山昌彦・北村明彦・磯　博康　2011　笑い・ユーモア療法による認知症の予防と改
善　老年精神医学雑誌，２２（1）32-38.
大崎素史・矢島伸男　2011　教師のコミュニケーション能力と笑いの効果に関する一考察　創価大学教育学論集，６２　
53-６5.
小澤康司　2010　危機における心理支援学とは　日本心理臨床学会支援活動プロジェクト委員会（編）　危機への心理支
援学　遠見書房
椎野　睦　2008　ナラティヴ・アプローチにおけるユーモアによる笑いの効果　カウンセリング研究，４１（4）　297-303.
谷　忠邦・大坊郁夫　2008　ユーモアと社会心理学的変数との関連についての基礎的研究　対人社会心理学研究，８　129-
137.
上野行良　1992　ユーモア現象に関する諸研究とユーモア分類化について　社会心理学研究，７（2）112-120.
上野行良　2003　ユーモアの心理学　サイエンス社
苧阪直行　2011　笑いの社会脳科学　作業療法ジャーナル，４５（1）　14-19.
金澤広明　2008　学級のコミュニケーションにおける支援的ユーモアの役割　日本教育心理学会総会発表論文集，５０　
500.
越　良子・桜井弥生　2008　ユーモアが学級内の局所的及び大局的対人関係と学級風土に及ぼす影響　上越教育大学研
究紀要，２７　73-83.
Lefcourt, H. M. & Martin, R. A. 198６ Humor and life stress：Antidote to adversity. New York：Springer/Verlag.
Martin, R. A., Puhlik-Doris, P., Larsen, G., Gray, J., & Weir, K. 2003 Individual differences in uses of humor and their 
relation to psychological well-being：Development of the Humor Styles Questionnaire. Journal of Research in Per-
sonality, ３７（1），48-75.
May,R. 1953 Man’s search for himself. New York：Random House.（小野泰博 訳　1970　失われし自我をもとめて　誠
信書房）
矢島伸男　2011　教師の多忙感解消に向けた一つの提案―価値を創造する「ユーモア・センス」という観点から　創大
教育研究，２０　37-50.
